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昨年度選抜した尿素非生産性酵母 4 株のスケールアップ試験を行った。総米 5kg の中規模発酵試験では

選抜株は親株に比べ良好な発酵性を示し，華やかな吟醸香が認められた。官能評価では親株と比べ同等以

上の評価を得た。総米数百 kg 規模の大規模発酵試験においても，選抜株は順調な発酵経過を示しスケー

ルアップに伴う欠点は見受けられなかった。また，官能評価の結果も良好だったことから，製造現場での

実用性は高いことが示唆された。 

Key Words : 尿素非生産性酵母，実地醸造試験，カルバミン酸エチル 

 

１ はじめに 

 現在，人口減少や若手の飲酒離れから清酒製造数量

は漸減傾向にあるが，海外輸出数量は年々増加傾向に

あり，県内清酒製造企業においても輸出に関する注目

度は高まりつつある。一方，酒類に存在するカルバミ

ン酸エチルは国ごとに基準値が設けられており，早急

な対策が求められている。  

昨年度，当センターでは県清酒酵母を対象にカルバ

ミン酸エチルの前駆体を生産しない尿素非生産性酵母

の開発に取り組み優良酵母の選抜を行った 1）が，発酵

試験は小スケールでしか行っておらず，製造現場での

適応性について検討が必要であった。  

そこで，本研究では昨年度選抜した酵母についてス

ケールアップ試験を行い，製造現場レベルでの実用性

について検討を行ったので報告する。  

 

２ 研究の方法 

２．１ 使用酵母 

 昨 年 度 選 抜 し た 尿 素 非 生 産 性 酵 母 で あ る

ND-5-7,S-11-31,F-2-35,F-13-6 の 4株及びこれらの親

株（ND-5,S-11,F-2,F-13）を使用した。 

２．２ 中規模発酵試験 

 総米 5kg で小規模発酵試験を行った。仕込み配合を

表１に示す。掛米は精米歩合 65％の五百万石，麹米は

精米歩合 50％の山田錦を用いた。酒母は中温速醸によ

り育成し，醸造用乳酸を汲水 100ml あたり 0.7ml 添加

した。添仕込みを 15℃，踊りを 16℃，仲仕込みを 9℃，

留仕込みを 6℃とし，8 日目で最高温度を 13℃とし，

もろみ日数 17 日程度で遠心分離により上槽した。 

 

表１ 中規模発酵試験仕込み配合  

 
酛 添 仲 留 計 

総米（g） 300 780 1520 2400 5000 

掛米（g） 200 600 1200 2000 4000 

麹米（g） 100 180 320 400 1000 

汲水（mL） 360 900 1800 3690 6750 

 

２．３ 大規模発酵試験  

共同研究者の製造場にて大規模発酵試験（実地醸造

試験）を行った。総米 660-1,800kg の規模で，普通酒

（精米歩合 68％），純米酒（精米歩合 65％），純米吟

醸酒（精米歩合 55％）の製造を行った。 

２．４ 生成酒の分析及び官能評価  

生成酒の一般成分は前報 1）と同様に行い，尿素は

1ppm以下，カルバミン酸エチルは20ppb以下を不検出

（ND）とした。また，生成酒の官能評価は当センター

職員4名で実施し，5点法（1：優～5：劣）にて行った。 

 

３ 結果及び考察 

３．１ 中規模発酵試験 

中規模発酵試験酒の分析及び官能評価の結果を表２

に示す。一般成分の酸度やアミノ酸度について，選抜

株は親株と比べほとんど変わりなかったが，アルコー

ルは十分に得られ発酵力は旺盛であった。選抜株の酢

酸イソアミルやカプロン酸エチルは親株と比べ同等か

それ以上であり，官能評価も親株と比べ同等以上であ

った。 
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選抜株は親株に比べ尿素とカルバミン酸エチルの含

有量が大幅に減少しており，カルバミン酸エチルはす

べての株において不検出であった。 

 

表２ 中規模発酵試験結果 

 

 

３．２ 大規模発酵試験 

大規模発酵試験酒の分析及び官能評価の結果を表３

に示す。選抜株は順調な発酵経過を示し，酸度，アミ

ノ酸度及び日本酒度等の一般成分や酢酸イソアミル及

びカプロン酸エチルの香気成分において，スケールア

ップに伴う欠点は見受けられなかった。また，一部の

酵母において尿素がやや高い値となったが，これは蔵

付酵母等の混入の可能性が考えられ，製造環境改善に

よる検証が必要と考えられる。 

官能評価では酵母由来の欠点は認められず良好であ

り，選抜株は製造現場での実用性は高いことが示唆さ

れた。 

 

表３ 大規模発酵試験結果 

 

 

４ おわりに 

 昨年度選抜した尿素非生産性酵母 4 株のスケールア

ップ試験を行った。中規模発酵試験では選抜株は親株

に比べ良好な発酵性を示し，華やかな吟醸香が認めら

れた。官能評価では親株と比べ同等以上の評価を得た。

選抜株の尿素とカルバミン酸エチルの含有量は親株に

比べ大幅に減少していた。 

大規模発酵試験においても，選抜株は順調な発酵経

過を示し一般成分や香気成分についてスケールアップ

に伴う欠点は見受けられなかった。また，スケールア

ップによる酵母由来の欠点は認められなかったことか

ら，製造現場での実用性は高いことが示唆された。 
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